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文化財庭園における CO2濃度分布の計測実験 
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１．はじめに  

 近年，地球温暖化の原因となる温室効果ガスとして CO2濃度の変遷が注目されている．全球を対象とした平

均的な濃度値は約 380(ppm)であることが知られており，その経年的な変遷に全世界が注目している現状にあ

る．このような中，著者らの研究グループは，概ね街路樹の樹冠以下の生活環境圏を対象とした CO2濃度に注

目してきた．CO2 の排出源は，工業・農業など，産業に由来するもの，そして我々市民の生活活動に由来する

ものがあるが，拡散現象によっていずれについても全球濃度に寄与して行くことになる．現在までの研究にお

いて，生活環境圏の CO2濃度は，1)土地利用の分布(森林，市街地，工場の効果)，2)地形の効果，3)休日など

社会活動の効果，等によって変化することを計測してきた 1)，2)．本検討では，一連の研究の次ステージとし

て，公園緑地等，市街地内に散布する緑地と，CO2 濃度分布との関係を定量化することを試みた．最近，様々

な植物を用いたグリーンウォール設置など，身近で簡易な緑化活動が数多く見受けられる．本検討での成果は

それらの取り組みを CO2の吸収，という観点から定量化し，効果の計測に応用展開できる技術開発である． 

２．リアルタイム計測方法  

 本検討では，日本を代表する回遊式大名庭園である栗林公園(香川県)を対象とした．公園の全体図は，紙面

の都合上，スライドで示す．公園の西側は紫雲山があり，北-東-南の各面が高松市街となっている．なお，公

園の北方に瀬戸内海が位置する．公園は，開園当初より庭園整備が進められたとされる南庭と，元禄期に作庭

が進められたとされる北庭に分けることができる 3)．本検討では，北庭の芙蓉沼周辺(エリア１)，桶樋滝周辺

(エリア２)，南湖周辺(エリア３)および北湖周辺(エリア４)，合計４つのエリアを設定した．計測は，表-1

に示す性能を有する株式会社ユー・ドム製 CO2デテクタシリーズ(型式 C2D-W02TR:無線型 CO2測定器)を使用し

4)，平成 22 年 9 月 21 日(火)に実施した．計測は，各エリア毎に，湖沼を囲むように測定器を設置した．写真

-1 に測定器設置の様子を示す．設置が終了した後，複数の CO2センサから送信されてくるデータをなるべく欠

損のないように取得するため，各エリアの中で小高い地形の地点(香風亭，新日暮亭裏手の丘，飛来峰，芙蓉

峰)に無線アンテナを設置した．以上の条件で，複数のセンサで共通してデータ観測をする時間を設けた． 

 公園緑地における面的な CO2濃度分布を議論する上で，(1)公園内の風向，(2)回遊客の多寡，以上が問題と

なる．(1)については，公園の海側向きに開けた地形であることを考慮し，北門近傍の芝生広場に移動型風向

風速計を設置するとともに，共同研究者がセンサ設置場所近傍で簡易型風見鳥を用いて風向を計測した．(2)

については，現時点で時間毎の公園入客数を把握していない．定性的な感覚によるが，午前中の北庭は客数は

まばらであり，午後 13:00 以降，南庭については回遊客がいた．但し，庭園内の橋や高所に登る階段を待つ等，

いわゆる混雑を感じる程ではなかった． 

３．計測データの補正  

 計測した CO2濃度のデータを，より正確に比較することを目的として，現地計測実験後にセンサのガス校正

を行った．校正には，0(ppm)および 400(ppm)の標準ガスを使用し，使用したセンサの個々がどの程度のレベ

ルシフトを示したのかを確認した．シフト量は，0(ppm)，400(ppm)およびセンサ個体の各条件で微妙に異なっ

ていた．今回は，検討の初段階として，シフト量を直線型で仮定し，線型変換により計測値を補正した． 

４．濃度分布が示す傾向 

 図-1 に芙蓉沼近傍の同時計測結果を示す．図の縦軸は CO2濃度，横軸は計測経過(秒)を示す．計測は約 11:00 
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に開始したため，植生の寄与が大きい地域では，晴天の条件下ではCO2濃度が下がる傾向にある時間帯である．

調査日当日は晴天であるため，このような条件下での比較となった．なかなか一様な傾向を読み取りにくいが，

亭上に設置したエリア 1(3)の濃度値のばらつきが大きく，かつ，エリア 1(2)やエリア 1(1)の濃度値は概ねエ

リア 1(3)より低い傾向にあることが見て取れる．これは，北口近傍に設置した風向計が，このエリアの計測

時間に東風を多く計測していたため，公園東側市街地の影響を受けた計測値であることが推測される．近傍で

地形高さの低いエリア 1(1)やエリア 1(2)では，植生の寄与によって濃度値が低くなっていることが伺える． 

５．おわりに 

 同調査で計測した他の３地点でのデータ分析を進め，CO2 濃度値と公園内被覆との関係をより深く分析して

行く予定である．また，公園内の微妙な高低差を反映させた地形モデルを構築し，濃度値解釈の高度化を図る

こと，地点毎に計測した風向と濃度値との関係について更なる分析を行う，以上が今後の予定となる． 
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表-1 使用した CO2測定器および無線受信機の性能 

 
写真-1 センサ設置の様子(一例)
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図-1 センサ設置地点毎の濃度値変動(エリア１：芙蓉沼近傍) 
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